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＜第1部について＞
・期待をはるかに超えていた。学生の皆さんの理解が深まっていることがすばらしい。（50代　小学校教員
　外国人児童生徒教育担当）
・現場で起こりがちな問題を分かりやすく取り上げていてよかった。校内研修の資料にしたいぐらいだ。（40
代　小学校日本語教室　担当者）
・自分自身の意識も高められた。担当としてだけでなく、人として、この問題を捉えなおす機会となった。外国
人の子どもが学級にいることは、学級の子どもたちも教師も“学ぶチャンス”ととらえたい。（40代　市教育委
員会　担当指導主事）
・現場の様子が再現されていてとても良かった。今後もやってほしい。学生達の成長も楽しみ。（30代　外国
人児童生徒指導経験者）
＜第2部について＞
・｢日本にいる外国人の児童において子どもたちの教育は、自己の価値観ではなく（これは間違いとするので
はなく）、価値観の違いを重視して教育することが大切である｣という加藤佳代さんの意見に同感。（50代　
無職　国際交流団体活動者）
・『教員必携･･･』のいきさつや、県外の情報も得られて、良かった。（50代　小学校教員　日本語指導担当）
＜第3部について＞
・多言語による高校進学ガイダンスの実施により、主体性をもって進路選択ができるようになったことは良
かったと思う。今後は、都合によりガイダンスに参加できない方への情報共有ができたらと思う。（20代　ブ
ラジル出身　学生）
・定住化が進む中での外国人児童生徒教育を県教委、大学、市町村、全体で取り組むべきだと感じた。（20
代　学生　日本語教師ボランティア）
・市町教育委員会主催に向けて、HANDSプロ
ジェクトからの翻訳資料の提供から始め、市町
単位でやれないか。
・それには、通訳の確保・翻訳資料作成には時
間・費用的な面の問題をクリアしなければならな
いだろう。
・HANDSプロジェクト主催の｢外国人児童生徒・
グローバル教育推進協議会｣・｢外国人児童生徒
支援会議｣の2つの会議をなんとかこの進学ガイ
ダンスに結び付けられないか。
・ガイダンスというのは大学だけでは実施できない
し、教育現場だけでも実施できないし、関係機
関と協力連携し、いろんな人材を活用する必要
がある。
・支援会議のメンバーが例えばガイダンスプロジェ
クトチームを作ることによって、継続的に全県的
で小中学校の先生を巻き込みながら持続してい
けるような体制を取る。そして足りない部分は市
町教委や大学が連携し合うような形が理想では
ないか。
・主体は県教委、教育委員会で、大学は地域貢献
という形で人材や場所の提供で協力し、役割分
担を明確にしてはどうか。
（文責　船山千恵）
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